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文
教
大
学
目
録
学
研
究
会
訳
注

（
向
嶋
成
美
・
樋
口
泰
裕
・
渡
邉　

大
・
荒
川　

悠
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宇
賀
神
秀
一
・
王　

連
旺
・
角　

祥
衣
・
村
越
充
朗
）

　

本
稿
は
、
章
学
誠
『
校
讎
通
義
』
の
訳
注
で
あ
る
。
今
号
で
は
、
巻
三
の
「
漢
志
詩
賦
第
十
五
」
を
訳
出
す
る
。
宇
賀
神
が
担
当
し
た
。

前
号
に
引
き
続
き
、
底
本
に
は
、
葉
瑛
『
文
史
通
義
校
注
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）
を
用
い
、
あ
わ
せ
て
、
嘉
業
堂
本
、
劉
公
純
標

点
の
『
文
史
通
義
』（
古
籍
出
版
社
、
一
九
五
六
年
、
中
華
書
局
新
一
版
、
一
九
六
一
年
）、
葉
長
清
『
文
史
通
義
注
』（
無
錫
国
学
専
修
学

校
叢
書
、
一
九
三
五
年
）、
王
重
民
『
校
讎
通
義
通
解
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
傅
傑
導
読
、
田
映
㬢
注
本
、
上
海
古
籍
出

版
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
劉
兆
祐
『
校
讎
通
義
今
註
今
訳
』（
台
湾
学
生
書
局
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
校
讎
通
義　

章
学
誠　

漢
書
藝
文
志　

詩
賦
略　

詩
賦
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【
原
文
】

『
漢
志
』
分
藝
文
為
六
略
、
毎
略
又
各
別
為
数
種
、
毎
種
始

叙
列
為
諸
家
。
猶
如
『
太
玄
』
之
経
、
方
・
州
・
部
・
家
一
。

大
綱
細
目
、
互
相
維
繫
、
法
至
善
也
。
毎
略
各
有
総
叙
、
論
辨

流
別
、
義
至
詳
也
。
惟
詩
賦
一
略
、
区
為
五
種
、
而
毎
種
之
後
、

更
無
叙
論
。
不
知
劉
班
之
所
遺
邪
、
抑
流
伝
之
脱
簡
邪
二
。
今

観
『
屈
原
賦
』
二
十
五
篇
以
下
、
共
二
十
家
為
一
種
。『
陸
賈

賦
』
三
篇
以
下
、
共
二
十
一
家
為
一
種
。『
孫
卿
賦
』
十
篇
以

下
、
共
二
十
五
家
為
一
種
三
。
名
類
相
同
、
而
区
種
有
別
、
当

日
必
有
其
義
例
。
今
諸
家
之
賦
、
十
逸
八
九
、
而
叙
論
之
説
、

闕
焉
無
聞
、
非
著
録
之
遺
憾
与
。
若
雑
賦
与
雑
歌
詩
二
種
、
則

署
名
既
異
、
観
者
猶
可
辨
別
四
。
第
不
如
五
略
之
有
叙
録
、
更

得
詳
其
源
委
耳
。

右
十
五
之
一

【
訓
読
文
】

『
漢
志
』 

芸
文
を
分
け
て
六
略
と
為
す
、
毎
略 

又
各
ゝ
別
け

て
数
種
と
為
し
、
毎
種 

始
め
て
叙
列
し
て
諸
家
と
為
す
。
猶

お
『
太
玄
』
の
経
の
方
・
州
・
部
・
家
の
如
し
。
大
綱
と
細
目
、

互
い
に
相
い
維
れ
繋か

か
る
、
法 

至
っ
て
善
な
り
。
毎
略 

各
ゝ

総
叙
有
り
、
流
別
を
論
辨
す
、
義 

至
っ
て
詳
ら
か
な
り
。
惟

だ
詩
賦
の
一
略
の
み
、
区
し
て
五
種
と
為
し
、
而
し
て
毎
種
の

後
、
更
に
叙
論
無
し
。
劉
班
の
遺わ

す

る
所
な
る
か
、
抑そ

も

ゝ
流
伝
の

脱
簡
な
る
か
を
知
ら
ず
。
今
『
屈
原
賦
』
二
十
五
篇
よ
り
以
下

を
観
る
に
、
共
に
二
十
家
を
一
種
と
為
す
。『
陸
賈
賦
』
三
篇

よ
り
以
下
、
共
に
二
十
一
家
を
一
種
と
為
す
。『
孫
卿
賦
』
十

篇
よ
り
以
下
、
共
に
二
十
五
家
を
一
種
と
為
す
。
名
類 

相
い

同
じ
き
も
、
而
る
に
種
を
区
す
る
に
別
有
れ
ば
、
当
日
に
必
ず

や
其
の
義
例
有
り
。
今
諸
家
の
賦
、
十
に
八
九
を
逸
す
、
而
し

て
叙
論
の
説
、
闕
け
て
聞
こ
ゆ
る
無
し
、
著
録
の
遺
憾
に
非
ざ

る
か
。
雑
賦
と
雑
歌
詩
と
の
二
種
の
若
き
は
、
則
ち
名
を
署
し

て
既
に
異
な
れ
り
、
観
る
者
は
猶
お
辨
別
す
べ
し
。
第
だ
五
略

の
叙
録
有
り
て
、
更
に
其
の
源
委
を
詳
ら
か
に
す
る
を
得
る
に

如
か
ざ
る
の
み
。

右
十
五
の
一

【
現
代
語
訳
】

『
漢
書
』
芸
文
志
は
、
典
籍
を
六
略
に
分
類
し
、
略
を
さ
ら

に
各
々
い
く
つ
か
の
種
に
類
別
し
、
毎
種
を
諸
家
と
し
て
配
列

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
体
裁
は
、
あ
た
か
も
揚
雄
の
『
太
玄
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経
』
に
お
け
る
方
・
州
・
部
・
家
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
そ
の
大

綱
と
細
目
が
、
互
い
に
繋
が
り
合
っ
て
い
て
、
そ
の
方
法
は
極

め
て
良
い
。
六
略
そ
れ
ぞ
れ
に
総
序
が
備
わ
っ
て
お
り
、
学
術

の
変
遷
と
区
別
を
明
ら
か
に
し
て
い
て
、
そ
の
内
容
は
極
め
て

詳
細
で
あ
る
。
た
だ
詩
賦
の
一
略
の
み
は
、
五
種
に
区
別
し
て

い
な
が
ら
、
ど
の
種
の
後
に
も
序
文
が
全
く
置
か
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
が
劉
向
父
子
と
班
固
の
遺
漏
で
あ
る
の
か
、
流
伝
の
過
程

で
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
い
ま
『
屈
原

賦
』
二
十
五
篇
か
ら
以
下
を
み
て
み
る
と
、
全
部
で
二
十
家
を

一
種
と
し
て
纏
め
て
い
る
。『
陸
賈
賦
』
三
篇
か
ら
以
下
は
、

全
部
で
二
十
一
家
を
一
種
と
し
て
纏
め
て
い
る
。『
孫
卿
賦
』

十
篇
か
ら
以
下
は
、
全
部
で
二
十
五
家
を
一
種
と
し
て
纏
め
て

い
る
。
名
称
は
類
似
し
て
い
て
も
、
種
ご
と
に
区
別
し
て
い
る

の
だ
か
ら
、
当
時
に
お
い
て
は
何
ら
か
の
根
拠
が
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。
現
在
、
諸
家
の
賦
作
の
十
中
八
九
が
散
逸
し
、
序
文

の
言
説
が
欠
け
て
い
る
の
は
、
目
録
の
惜
し
む
べ
き
こ
と
で
あ

る
だ
ろ
う
。
ま
た
雑
賦
と
雑
歌
詩
の
二
種
に
つ
い
て
は
、
名
称

が
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
読
む
者
は
辨
別
す
る
こ
と
が
出
来
る

が
、
た
だ
詩
賦
略
以
外
の
五
略
が
叙
録
を
備
え
、
さ
ら
に
そ
の

淵
源
と
委
細
を
明
ら
か
に
し
得
て
い
る
の
に
は
及
ば
な
い
。

以
上
十
五
の
一

【
訳
注
】

一　
『
太
玄
』
は
、「
漢
志
」
諸
子
略
・
儒
家
に
「
揚
雄
所
序
三
十
八
篇
」

と
あ
り
、
班
固
の
自
注
に
は
「
太
玄
十
九
、
法
言
十
三
、
楽
四
、
箴

二
」
と
み
え
る
。
章
氏
の
述
べ
る
「『
太
玄
』
之
経
、
方
・
州
・

部
・
家
」
に
つ
い
て
は
、
揚
雄
『
太
玄
』
玄
首
序
に
「
馴
乎
玄
、
渾

行
無
窮
正
象
天
。
陰
陽
㘩
参
、
以
一
陽
乗
一
統
、
万
物
資
形
。
方
・

州
・
部
・
家
、
三
位
疏
成
、
曰
陳
其
九
九
、
以
為
数
生
。
賛
上
群
綱
、

乃
綜
乎
名
、
八
十
一
首
、
歳
事
咸
貞
（
馴
乎
た
る
玄
、
渾
行
窮
り
無

く
正
に
天
を
象
る
。
陰
陽 

㘩
し
て
参
と
し
、
一
陽
を
以
て
一
統
に

乗
じ
、
万
物
資
り
て
形
ど
る
。
方
・
州
・
部
・
家
、
三
位
疏
き
て
成

る
、
曰
に
其
の
九
九
を
陳
ね
、
以
て
数
生
ず
と
為
す
。
賛 

群
綱
を

上
げ
、
乃
ち
名
に
綜
べ
ら
る
、
八
十
一
首
、
歳
事
咸
な
貞
し
）」
と

み
ら
れ
る
。
ま
た
陳
振
孫
『
直
斎
書
録
解
題
』
儒
家
類
に
は
『
太
玄

経
』
十
巻
が
著
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
解
題
に
「
案
『
漢
志
』
揚
雄

所
叙
三
十
八
篇
、『
太
玄
』
十
九
。
本
伝
三
方
・
九
州
・
二
十
七

部
・
八
十
一
家
・
七
百
二
十
九
賛
、
分
為
三
巻
。
有
首
・
衝
・
錯
・

測
・
攡
・
瑩
・
数
・
文
・
掜
・
図
・
告
十
一
篇
。
皆
以
解
剝
玄
体
。

蓋
与
本
経
三
巻
、
共
為
十
四
。
今
『
志
』
云
『
十
九
』
未
詳
（
案
ず
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る
に
『
漢
志
』
に
、『
揚
雄
所
叙
』
三
十
八
篇
、『
太
玄
』
十
九
、
と
。

本
伝
に
、
三
方
・
九
州
・
二
十
七
部
・
八
十
一
家
・
七
百
二
十
九
賛
、

分
け
て
三
巻
と
為
す
。
首
・
衝
・
錯
・
測
・
攡
・
瑩
・
数
・
文
・

掜
・
図
・
告
十
一
篇
有
り
。
皆
な
以
て
玄
体
を
解
剝
す
、
と
。
蓋
し

本
経
三
巻
と
与
に
、
共
に
十
四
と
為
す
。
今
『
志
』
に
十
九
と
云
う

は
未
だ
詳
ら
か
な
ら
ず
）」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

二　
「
漢
志
」
詩
賦
略
の
分
類
体
例
、
小
序
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
姚

振
宗
が
『
漢
書
藝
文
志
条
理
』
叙
録
に
お
い
て
章
氏
の
本
条
を
踏
ま

え
て
、「
按
詩
賦
各
分
以
体
、
無
大
義
例
、
故
録
・
略
不
為
小
序
、

而
班
氏
因
之
、
不
尽
由
於
疏
漏
也
。
当
班
氏
時
、『
別
録
』『
七
略
』

二
十
七
巻
之
書
、
殺
青
未
久
、
伝
写
殆
遍
、
亦
既
家
喩
戸
暁
矣
。
其

入
史
者
、
力
求
簡
要
、
存
其
大
端
、
初
不
自
以
為
義
尽
於
此
也
（
按

ず
る
に
詩
賦
各
ゝ
分
く
る
に
体
を
以
て
す
れ
ば
、
大
な
る
義
例
無
し
、

故
に
録
・
略
は
小
序
を
為
ら
ず
、
而
し
て
班
氏
之
に
因
れ
ば
、
尽
く

は
疏
漏
に
由
ら
ざ
る
な
り
。
当
に
班
氏
の
時
、『
別
録
』『
七
略
』
二

十
七
巻
の
書
、
殺
青
し
て
未
だ
久
し
か
ら
ず
、
伝
写
す
る
こ
と
殆
ど

遍
か
れ
ば
、
亦
た
既
に
家
喩
戸
暁
の
こ
と
な
り
。
其
れ
史
に
入
る
れ

ば
、
唯
だ
力
め
て
簡
要
を
求
め
て
、
其
の
大
端
の
み
を
存
す
、
初
め

よ
り
自
ら
以
為
く 

義
を
此
に
尽
く
さ
ざ
る
な
り
と
）」（『
二
十
五
史

補
編
』
第
二
冊
・
中
華
書
局
・
一
九
九
八
年
）
と
述
べ
て
い
る
。

三　
「
漢
志
」
詩
賦
略
、「
屈
原
賦
」
類
に
は
、
全
部
で
「
二
十
家
三
百

六
十
一
篇
」
が
著
録
さ
れ
て
お
り
、「
陸
賈
賦
」
類
に
は
「
二
十
一

家
二
百
七
十
四
篇
」、「
孫
卿
賦
」
類
に
は
「
二
十
五
家
百
三
十
六

篇
」
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。

四　
「
屈
原
賦
」「
陸
賈
賦
」「
孫
卿
賦
」
の
三
者
の
相
違
に
つ
い
て
、

章
炳
麟
は
『
国
故
論
衡
』
辨
詩
に
お
い
て
、「『
七
略
』
次
賦
為
四
家
。

一
曰
屈
原
賦
、
二
曰
陸
賈
賦
、
三
曰
孫
卿
賦
、
四
曰
雑
賦
。
屈
原
方

情
、
孫
卿
效
物
、
陸
賈
賦
不
可
見
、
其
属
有
朱
建
・
厳
助
・
朱
買
臣

諸
家
、
蓋
縦
横
之
変
也
（『
七
略
』
は
賦
を
次
べ
て
四
家
と
為
す
。

一
に
曰
く
屈
原
賦
、
二
に
曰
く
陸
賈
賦
、
三
に
曰
く
孫
卿
賦
、
四
に

曰
く
雑
賦
。
屈
原
は
情
を
方
と
し
て
、
孫
卿
は
物
に
効
う
、
陸
賈
賦

は
見
る
べ
か
ら
ざ
る
も
、
其
の
属
に
朱
建
・
厳
助
・
朱
買
臣
の
諸
家

有
り
、
蓋
し
縦
横
の
変
な
り
）」（『
国
故
論
衡
疏
証
』
中
華
書
局
・

二
〇
〇
八
年
）
と
述
べ
て
い
る
。

 【
原
文
】

古
之
賦
家
者
流
、
原
本
詩
騒
一
、
出
入
戦
国
諸
子
二
。
仮
設

問
対
、
荘
列
寓
言
之
遺
也
三
。
恢
廓
声
勢
四
、
蘇
張
縦
横
之
体
也
。

排
比
諧
隠
五
、
韓
非
「
儲
説
」
之
属
也
。
徴
材
聚
事
、『
呂
覽
』

類
輯
之
義
也
。
雖
其
文
逐
声
韻
、
旨
存
比
興
六
。
而
深
探
本
原
、
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実
能
自
成
一
子
之
学
、
与
夫
専
門
之
書
、
初
無
差
別
。
故
其
叙

列
諸
家
之
所
撰
述
、
多
或
数
十
、
少
僅
一
篇
七
、
列
於
文
林
、

義
不
多
譲
、
為
此
志
也
。
然
則
三
種
之
賦
、
亦
如
諸
子
之
各
別

為
家
、
而
当
時
不
能
尽
帰
一
例
者
耳
。
豈
若
後
世
詩
賦
之
家
、

裒
然
成
集
、
使
人
無
従
辨
別
者
哉
八
。

右
十
五
之
二

【
訓
読
文
】

古
の
賦
家
者
流
、
原も

と 

詩
騒
に
本
づ
き
、
戦
国
の
諸
子
に
出

入
す
。
仮
設
・
問
対
は
、
荘
列
の
寓
言
の
遺
な
り
。
恢
廓
な
る

声
勢
は
、
蘇
張
縦
横
の
体
な
り
。
諧
隠
を
排
比
す
る
は
、
韓
非

「
儲
説
」
の
属
な
り
。
材
を
徴
し
事
を
聚
む
る
は
、『
呂
覧
』
類

輯
の
義
な
り
。
其
の
文
は
声
韻
を
逐お

う
と
雖
も
、
旨
は
比
興
を

存
す
。
而
し
て
深
く
本
原
を
探
れ
ば
、
実
に
能
く
自
ら
一
子
の

学
を
成
し
て
、
夫
の
専
門
の
書
と
、
初
め
差
別
無
し
。
故
に
其

の
諸
家
の
撰
述
す
る
所
、
多
き
は
或
い
は
数
十
、
少
な
き
は
僅

か
に
一
篇
の
み
を
叙
列
す
、
文
林
に
列
ぶ
る
に
、
義
と
し
て
多

く
は
譲
ら
ず
し
て
、
此
の
志
を
為
る
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
三
種

の
賦
、
亦
た
諸
子
の
各
ゝ
別
に
家
を
為
す
が
如
く
、
当
時 

尽

く
は
一
例
に
帰
す
る
能
わ
ざ
る
の
み
。
豈
に
後
世
の
詩
賦
の
家

の
若
く
、
裒
然
と
し
て
集
を
成
し
、
人
を
し
て
従
り
て
弁
別
す

る
こ
と
無
か
ら
し
む
か
。

右
十
五
の
二

【
現
代
語
訳
】

古
の
賦
家
の
流
れ
は
、
も
と
も
と
『
詩
経
』
と
『
楚
辞
』
に

由
来
し
な
が
ら
、
戦
国
諸
子
と
も
関
連
し
て
い
る
。
仮
設
し
て

問
答
す
る
の
は
、『
荘
子
』『
列
子
』
に
み
ら
れ
る
寓
言
の
名
残

り
で
あ
る
。
壮
大
な
気
勢
を
備
え
る
の
は
、
蘇
秦
・
張
儀
の
縦

横
家
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
諧
謔
と
隠
語
を
並
べ
る
の
は
、
韓

非
子
「
儲
説
」
の
属
で
あ
る
。
材
を
求
め
事
を
集
め
る
の
は
、

『
呂
氏
春
秋
』
に
お
け
る
類
輯
の
方
法
に
通
じ
て
い
る
。
賦
の

文
章
は
韻
律
美
を
追
求
し
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
の
本
旨
と
し

て
比
興
を
備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
淵
源
を
探
っ
て
み
れ

ば
、
実
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
学
術
を
形
成
し
て
い
て
、
か
の
専

門
的
な
著
述
と
、
本
来
違
い
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
諸
家
の
作

品
を
配
列
す
る
に
も
、
多
い
も
の
は
数
十
篇
、
少
な
い
も
の
は

た
っ
た
一
篇
で
あ
っ
て
も
著
録
し
、（
文
学
史
に
列
せ
ら
れ
る
べ
き
）

文
芸
作
品
群
に
並
べ
る
に
際
し
て
も
、
道
理
と
し
て
遠
慮
せ
ず

に
、
芸
文
志
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
賦
を
三
種
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に
分
け
た
の
も
、
諸
子
略
が
そ
れ
ぞ
れ
家
ご
と
に
分
け
ら
れ
て

著
録
し
た
の
と
同
様
で
あ
り
、
当
時
す
べ
て
を
一
類
に
は
帰
属

さ
せ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
後
世
の

詩
賦
の
作
者
の
ご
と
く
、
や
み
く
も
に
作
品
を
集
め
て
作
品
集

を
編
纂
し
、
読
者
に
辨
別
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
あ
ろ

う
か
。

以
上
十
五
の
二

【
訳
注
】 

一　

劉
勰
『
文
心
雕
龍
』
詮
賦
篇
に
「
及
霊
均
唱
『
騒
』、
始
広
声
貌
。

然
則
賦
也
者
、
受
命
於
詩
人
、
而
拓
宇
於
『
楚
辞
』
也
（
霊
均
の

『
騒
』
を
唱
す
る
に
及
ん
で
、
始
め
て
声
貌
を
広
む
。
然
ら
ば
則
ち

賦
な
る
者
は
、
命
を
詩
人
に
受
け
、
宇
を
『
楚
辞
』
に
拓
く
な
り
）」

と
み
ら
れ
る
。

二　
「
賦
」
と
「
戦
国
諸
子
」
の
関
連
に
つ
い
て
は
、『
文
史
通
義
』
詩

教
上
に
お
い
て
『
文
選
』
所
収
の
諸
作
品
に
即
し
て
次
の
よ
う
に
説

明
さ
れ
て
い
る
。「
今
即
『
文
選
』
諸
体
、
以
徴
戦
国
之
賅
備
。
京

都
諸
賦
、
蘇
・
張
縦
横
六
国
、
侈
陳
形
勢
之
遺
也
。『
上
林
』『
羽
猟
』、

安
陵
之
『
従
田
』、
龍
陽
之
『
同
釣
』
也
。『
客
難
』『
解
嘲
』、
屈
原

之
『
漁
父
』『
蔔
居
』、
荘
周
之
恵
施
問
難
也
。
韓
非
『
儲
説
』、
比

事
徴
偶
、『
連
珠
』
之
所
肇
也
（
今
『
文
選
』
の
諸
体
に
即
し
て
、

以
て
戦
国
の
賅
備
を
徴
す
。
京
都
の
諸
賦
は
、
蘇
・
張
の
六
国
を
縦

横
し
、
形
勢
を
侈
陳
す
る
の
遺
な
り
。『
上
林
』『
羽
猟
』
は
、
安
陵

の
『
従
田
』、
竜
陽
の
『
同
釣
』
な
り
。『
客
難
』『
解
嘲
』、
屈
原
の

『
漁
父
』『
蔔
居
』
は
、
荘
周
と
恵
施
と
の
問
難
な
り
。
韓
非
の
『
儲

説
』
は
、
事
を
比
べ
て
偶
を
徴
す
、『
連
珠
』
の
肇
ま
る
所
な
り
）」

三　
「
仮
設
問
対
」
は
、
賦
作
品
に
お
い
て
主
人
と
客
と
を
設
定
し
て

問
答
し
て
い
く
形
式
の
も
の
を
い
う
。『
文
心
雕
龍
』
詮
賦
篇
に

「
於
是
荀
況
『
礼
』『
智
』、
宋
玉
『
風
』『
釣
』、
爰
錫
名
号
、
与

『
詩
』
画
境
…
…
遂
客
主
以
首
引
、
極
声
貌
以
窮
文
（
是
に
於
い
て

荀
況
の
『
礼
』『
智
』、
宋
玉
の
『
風
』『
釣
』
は
、
爰
に
名
号
を
錫

い
て
、『
詩
』
と
境
を
画
す
。
…
…
遂
に
客
主
も
て
以
て
引
を
首
め
、

声
貌
を
極
め
て
以
て
文
を
窮
む
）」
と
み
え
て
い
る
。
ま
た
顧
炎
武

は
主
客
問
答
の
賦
作
品
は
、
司
馬
相
如
に
始
ま
る
も
の
と
し
て
、

『
日
知
録
』
巻
十
九
「
仮
設
之
辞
」
に
お
い
て
、「
古
人
為
賦
、
多
仮

設
之
辞
。
序
述
往
事
、
以
為
点
綴
、
不
必
一
一
符
同
也
。
子
虛
亡
是

公
、
烏
有
先
生
之
文
、
已
肇
始
於
相
如
矣
。
後
之
作
者
実
祖
此
意

（
古
人
賦
を
為
る
に
、
多
く
仮
設
の
辞
あ
り
。
序
し
て
往
事
を
述
べ
、

以
て
点
綴
を
為
す
、
必
ず
し
も
一
一
に
は
符
同
せ
ざ
る
な
り
。
子
虚

の
亡
是
公
、
烏
有
先
生
の
文
、
已
に
相
如
よ
り
肇
始
す
。
後
の
作
者
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は
実
に
此
の
意
を
祖
と
す
）」
と
述
べ
て
い
る
。

四　
「
恢
廓
」
は
、
そ
の
壮
大
振
り
を
い
い
、
も
と
も
と
は
城
外
の
大

き
な
壁
を
い
う
。『
春
秋
公
羊
伝
』
文
公
十
五
年
の
経
文
に
「
斉
侯

侵
我
西
鄙
、
遂
伐
曹
人
其
郛
（
斉
侯 

我
が
西
鄙
を
侵
し
、
遂
に
曹

人
を
其
の
郛
に
伐
つ
）」
と
あ
り
、
公
羊
伝
に
「
郛
者
何
、
恢
郭
也

（
郛
な
る
者
は
何
ぞ
や
、
恢
郭
な
り
）」
と
み
え
て
い
る
。
さ
ら
に
何

休
注
に
「
恢
、
大
也
。
郭
、
城
外
大
郭
（
恢
は
、
大
な
り
。
郭
は
、

城
外
の
大
郭
な
り
）」
と
み
え
る
。

五　
「
諧
隠
」
は
、
諧
謔
と
隠
語
の
こ
と
を
い
う
。『
文
心
雕
龍
』
諧
隠

篇
に
「
諧
之
言
皆
也
。
辞
浅
会
俗
、
皆
悦
笑
也
。
…
…
讔
者
、
隠
也
。

遯
辞
以
隠
意
、
譎
譬
以
指
事
也
（
諧
の
言
は
皆
な
り
。
辞
浅
く
し
て

俗
に
会
す
、
皆
な
悦
び
笑
う
な
り
。
…
…
讔
と
は
、
隠
な
り
。
遯
辞

以
て
意
を
隠
し
、
譎
譬
以
て
事
を
指
す
な
り
）」
と
み
ら
れ
る
。
併

せ
て
「
十
五
之
八
」
条
注
四
を
参
照
。

六　

章
氏
の
い
わ
ゆ
る
「
比
興
」
は
、
社
会
的
諷
諫
を
象
徴
す
る
も
の

と
し
て
、『
文
史
通
義
』
詩
教
上
に
お
い
て
「
戦
国
之
文
、
既
源
於

六
藝
、
又
謂
多
出
於
『
詩
』
教
、
何
謂
也
。
曰
、
戦
国
者
、
縦
横
之

世
也
。
縦
横
之
学
、
本
於
古
者
行
人
之
官
。
…
…
孔
子
曰
、『
誦
詩

三
百
、
授
之
以
政
、
不
達
。
使
於
四
方
、
不
能
専
対
、
雖
多
奚
為
。』

是
則
比
興
之
旨
、
諷
諭
之
義
、
固
行
人
之
所
肄
也
。
縦
横
者
流
、
推

而
衍
之
、
是
以
能
委
折
而
入
情
、
微
婉
而
善
諷
也
（
戦
国
の
文
、
既

に
六
藝
を
源
と
し
、
又
多
く
『
詩
』
教
に
出
づ
る
と
謂
う
は
、
何
の

謂
ぞ
や
。
曰
く
、
戦
国
は
、
縦
横
の
世
な
り
…
…
。
孔
子
曰
く
、

『
詩
三
百
を
誦
す
れ
ど
も
、
之
に
授
く
る
に
政
を
以
て
し
て
、
達
せ

ず
。
四
方
に
使
い
し
て
、
専
対
す
る
こ
と
能
わ
ざ
れ
ば
、
多
し
と
雖

も
奚
を
か
為
さ
ん
。』
と
。
是
れ
則
ち
比
興
の
旨
、
諷
諭
の
義
に
し

て
、
固
よ
り
行
人
の
肄
う
所
な
り
。
縦
横
者
の
流
れ
、
推
し
て
之
に

衍
す
れ
ば
、
是
を
以
て
能
く
委
折
し
て
情
を
入
れ
、
微
婉
に
し
て
諷

を
善
く
す
る
な
り
）」
と
述
べ
て
お
り
、
ほ
か
に
も
同
書
易
教
下
で

は
「『
易
』
象
雖
包
六
藝
、
与
『
詩
』
之
比
興
、
尤
為
表
裏
。
夫

『
詩
』
之
流
別
、
盛
於
戦
国
人
文
、
所
謂
長
於
諷
喩
、
不
学
『
詩
』、

則
無
以
言
也
。
然
戦
国
之
文
、
深
於
比
興
、
即
其
深
於
取
象
者
也

（『
易
』
の
象
は
六
藝
を
包
む
と
雖
も
、『
詩
』
の
比
興
と
、
尤
も
表

裏
を
為
す
。
夫
の
『
詩
』
の
流
別
、
戦
国
の
人
の
文
に
盛
ん
な
り
、

所
謂
る
諷
喩
に
長
ず
る
は
、『
詩
』
を
学
ば
ざ
れ
ば
、
則
ち
以
て
言

う
無
き
な
り
。
然
ら
ば
戦
国
の
文
、
比
興
に
深
し
、
即
ち
其
れ
象
を

取
る
に
深
く
す
れ
ば
な
り
）」
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、『
楚
辞
』

「
離
騒
」
王
逸
序
に
は
「
離
騒
之
文
、
依
『
詩
』
取
興
、
引
類
譬
諭
、

故
善
鳥
香
草
、
以
配
忠
貞
（
離
騒
の
文
、『
詩
』
に
依
り
て
興
を
取

り
、
類
を
引
き
て
譬
諭
す
、
故
に
善
鳥
香
草
、
以
て
忠
貞
を
配
す
）」
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と
み
え
、『
文
心
雕
龍
』
辨
騒
篇
に
は
「
虯
龍
以
喩
君
子
、
雲
蜺
以

譬
讒
邪
、
比
興
之
義
也
（
虯
龍
以
て
君
子
に
喩
え
、
雲
蜺
以
て
讒
邪

に
譬
う
る
は
、
比
興
の
義
な
り
）」
と
み
え
て
い
る
。

七　
「
少
僅
一
篇
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、「
漢
志
」
詩
賦
略
の
「
屈
原

賦
」
類
で
は
「
趙
幽
王
賦
」「
蔡
甲
賦
」、「
孫
卿
賦
」
類
で
は
「
眭

弘
賦
」
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
同
書
六
藝
略
・
書
類
で
は
「
許

商
五
行
伝
記
」、
孝
経
類
で
は
「
江
氏
説
」「
翼
氏
説
」「
后
氏
説
」

「
安
昌
侯
説
」
な
ど
、
諸
子
略
・
道
家
類
で
は
「
王
狄
子
」「
鶡
冠

子
」「
鄭
長
者
」
法
家
類
で
は
「
游
棣
子
」
な
ど
、
兵
書
略
・
権
謀

類
で
は
「
娷
」「
兵
春
秋
」「
児
良
」
な
ど
で
あ
り
、
概
ね
「
漢
志
」

全
体
に
わ
た
っ
て
み
ら
れ
る
。

八　
「
後
世
詩
賦
之
家
…
…
」
に
つ
い
て
は
、「
十
五
之
三
」
条
、
及
び

そ
の
注
二
・
三
を
参
照
。

【
原
文
】

賦
者
古
詩
之
流
、
劉
勰
所
謂
「
六
義
附
庸
、
蔚
成
大
国
」
一

者
是
也
。
義
当
列
詩
於
前
、
而
叙
賦
於
後
、
乃
得
文
章
承
変
之

次
第
。
劉
班
顧
以
賦
居
詩
前
、
則
標
略
之
称
詩
賦
、
豈
非
顚
倒

与
。
毎
怪
蕭
梁
『
文
選
』、
賦
冠
詩
前
、
絶
無
義
理
二
。
而
後

人
競
効
法
之
、
為
不
可
解
三
。
今
知
劉
班
著
録
、
已
啓
之
矣
。

又
詩
賦
本
『
詩
経
』
支
系
、
説
已
見
前
、
不
復
置
議
。

右
十
五
之
三

【
訓
読
文
】

賦
は
古
詩
の
流
れ
、
劉
勰
の
所
謂
「
六
義
の
附
庸
、
蔚
と
し

て
大
国
を
成
す
」
と
は
是
れ
な
り
。
義
と
し
て
当
に
詩
を
前
に

列
べ
て
、
賦
を
後
に
叙
す
べ
し
、
乃
ち
文
章
承
変
の
次
第
を
得
。

劉
班
顧
だ
賦
を
以
て
詩
の
前
に
居
き
て
、
則
ち
略
を
標
す
る
の

詩
賦
と
称
す
る
は
、
豈
に
顚
倒
に
非
ざ
る
か
。
毎
に
蕭
梁
『
文

選
』
の
、
賦 

詩
の
前
に
冠
す
る
は
、
絶
え
て
義
理
無
き
を
怪

し
む
。
而
し
て
後
人
競
い
て
効
い
之
に
法の

っ
と

る
は
、
解
す
べ
か
ら

ず
と
為
す
。
今 

劉
班
の
著
録
に
、
已
に
之
を
啓
け
る
を
知
る
。

又
詩
賦
は
本
『
詩
経
』
の
支
系
、
説
は
已
に
前
に
見
ゆ
、
復
た

議
を
置
か
ず
。

右
十
五
の
三

【
現
代
語
訳
】

賦
と
は
古
詩
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
り
、
劉
勰
が
「
六
義

の
附
庸
で
あ
っ
た
賦
は
、
鬱
然
と
し
て
大
国
を
形
成
し
た
」
と

述
べ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
道
理
か
ら
す
れ
ば
詩
を
前
に
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並
べ
て
、
賦
を
後
に
連
ね
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば
文
章

に
お
け
る
伝
承
と
そ
の
変
遷
の
次
第
を
示
し
得
る
。
劉
向
父
子

と
班
固
は
た
だ
賦
を
詩
の
前
に
配
列
し
、
略
を
著
し
て
「
詩
賦

略
」
と
名
付
け
て
い
る
の
は
、
転
倒
で
は
な
い
か
。
常
々
蕭
統

の
『
文
選
』
に
お
い
て
賦
が
詩
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
に
は
、

全
く
道
理
を
欠
い
て
い
る
と
訝
っ
て
い
た
。
し
か
も
後
世
の

人
々
が
競
う
よ
う
に
こ
れ
に
倣
っ
て
い
る
の
は
、
全
く
理
解
し

難
い
。
い
ま
劉
向
父
子
と
班
固
の
目
録
に
、
そ
の
端
緒
が
す
で

に
拓
か
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
詩
賦
が
も
と
も
と

『
詩
経
』
の
支
流
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
先
述
し
た
の
で
、

改
め
て
議
論
す
る
こ
と
は
し
な
い
。

以
上
十
五
の
三

【
訳
注
】 

一　

 

「
賦
者
古
詩
之
流
」
は
、
班
固
「
両
都
賦
」
序
を
踏
ま
え
て
お
り
、

そ
れ
に
は
「
或
曰
、
賦
者
古
詩
之
流
也
。
昔
成
康
没
而
頌
声
寝
、
王

沢
竭
而
詩
不
作
（
或
る
ひ
と
曰
く
、
賦
と
は
古
詩
の
流
れ
な
り
、
と
。

昔
成
康
没
し
て
而
し
て
頌
声
寝や

み
、
王
沢
竭
き
て
而
し
て
詩
作
ら

ず
）」（『
文
選
』
巻
一
）
と
み
え
て
い
る
。
ま
た
『
文
心
雕
龍
』
詮

賦
篇
に
、「
於
是
荀
況
『
礼
』『
智
』、
宋
玉
『
風
』『
釣
』、
爰
錫
名

号
、
与
『
詩
』
画
境
。
六
義
附
庸
、
蔚
成
大
国
（
是
に
於
い
て
荀
況

の
『
礼
』『
智
』、
宋
玉
の
『
風
』『
釣
』
は
、
爰
に
名
号
を
錫
い
て
、

『
詩
』
と
境
を
画
す
。
六
義
の
附
庸
、
蔚
と
し
て
大
国
を
成
す
）」
と

み
え
る
。

二　

章
氏
は
し
ば
し
ば
蕭
統
『
文
選
』
に
対
す
る
批
判
を
述
べ
て
お
り
、

た
と
え
ば
、『
文
史
通
義
』
詩
教
下
に
は
「
賦
先
於
詩
、
騒
別
於
賦
、

賦
有
問
答
発
端
、
誤
為
賦
序
、
前
人
之
議
『
文
選
』、
猶
其
顕
然
者

也
（
賦
も
て
詩
よ
り
先
に
し
て
、
騒
も
て
賦
に
別
つ
、
賦
に
問
答
の

発
端
有
る
も
、
誤
り
て
賦
の
序
と
為
す
、
前
人
の
『
文
選
』
を
議
す

る
は
、
猶
お
其
の
顕
然
た
る
者
な
り
）」
と
み
え
る
。
こ
こ
に
い
う

「
前
人
」
に
つ
い
て
、
葉
瑛
氏
は
蘇
軾
の
「
答
劉
便
沔
都
曹
書
」
の

「
梁
蕭
統
集
『
文
選
』、
世
以
為
工
。
以
軾
観
之
、
拙
於
文
而
陋
於
識

者
、
莫
統
若
也
。
宋
玉
賦
『
高
唐
』『
神
女
』、
其
初
略
陳
所
夢
之
因
、

如
子
虛
、
亡
是
公
等
相
与
問
答
、
皆
賦
矣
。
而
統
謂
之
叙
、
此
与
児

童
之
見
何
異
（
梁
の
蕭
統 

『
文
選
』
を
集
し
て
、
世
は
以
て
工
と
為

す
。
軾
を
以
て
之
を
観
る
に
、
文
に
拙
く
し
て
識
に
陋
な
る
は
、
統

に
若
く
莫
き
な
り
。
宋
玉
『
高
唐
』『
神
女
』
を
賦
し
、
其
の
初
め

略
ぼ
夢
む
る
所
の
因
を
陳
ぶ
、
子
虚
、
亡
是
公
等
と
相
い
与
に
問
答

す
る
が
如
き
は
、
皆
な
賦
な
り
。
而
る
に
統
は
之
を
叙
と
謂
う
、
此

れ
児
童
の
見
と
何
ぞ
異
な
ら
ん
）」
を
引
用
し
て
い
る
。
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三　
「
後
人
競
效
法
之
」
と
い
う
の
は
、
具
体
的
に
は
『
文
苑
英
華
』

や
呂
祖
謙
『
宋
文
鑑
』
な
ど
を
指
し
て
お
り
、
章
氏
は
『
文
史
通

義
』「
永
清
県
志
文
徴
序
例
」
の
「
奏
議
叙
録
」
で
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。「
而
蕭
統
選
文
、
用
賦
冠
首
。
後
代
撰
輯
諸
家
、
奉
為

一
定
科
律
、
亦
失
所
以
重
軽
之
義
矣
。
…
…
則
賦
乃
六
義
附
庸
、
而

列
於
詩
前
。
騒
為
賦
之
鼻
祖
、
而
別
居
詩
後
、
其
任
情
顚
倒
、
亦
復

難
以
自
解
。
而
『
文
苑
』、『
文
鑑
』、
従
而
宗
之
、
又
何
説
也
（
而

し
て
蕭
統 

文
を
選
じ
て
、
賦
を
用
て
首
に
冠
す
。
後
代
の
撰
輯
の

諸
家
、
奉
じ
て
一
定
の
科
律
と
為
す
、
亦
た
重
軽
の
義
の
所
以
を
失

う
。
…
…
則
ち
賦
は
乃
ち
六
義
の
附
庸
な
る
も
、
而
る
に
詩
前
に
列

ぶ
。
騒
は
賦
の
鼻
祖
為
る
も
、
而
る
に
別
に
詩
の
後
に
居
く
、
其
れ

情
に
任
せ
て
顚
倒
す
、
亦
た
復
た
以
て
自
づ
か
ら
解
し
難
し
。
而
し

て
『
文
苑
』、『
文
鑑
』、
従
い
て
之
を
宗
ぶ
は
、
又
何
の
説
な
る
か
）」

【
原
文
】

詩
賦
前
三
種
之
分
家
、
不
可
考
矣
。
其
与
後
二
種
之
別
類
、

甚
曉
然
也
。
三
種
之
賦
、
人
自
為
篇
、
後
世
別
集
之
体
也
。
雑

賦
一
種
、
不
列
専
名
、
而
類
叙
為
篇
、
後
世
総
集
之
体
也
。
歌

詩
類
一
種
、
則
詩
之
与
賦
、
固
当
分
体
者
也
。
就
其
例
而
論
之
、

則
第
一
種
之
『
淮
南
王
群
臣
賦
』
四
十
四
篇
一
、
及
第
三
種
之

『
秦
時
雑
賦
』
九
篇
二
、
当
隸
雑
賦
条
下
、
而
猥
廁
専
門
之
家
、

何
所
取
耶
。
揆
其
所
以
附
麗
之
故
、
則
以
『
淮
南
王
賦
』
列
第

一
種
三
、
而
以
群
臣
之
作
附
於
其
下
、
所
謂
以
人
次
也
。『
秦

時
雑
賦
』、
列
於
『
荀
卿
賦
』
後
［
原
注
：
『
志
』
作
孫
卿
］
四
、

『
孝
景
皇
帝
頌
』
前
、
所
謂
以
時
次
也
五
。
夫
著
録
之
列
、
先

明
家
学
、
同
列
一
家
之
中
、
或
従
人
次
、
或
従
時
次
可
也
。
豈

有
類
例
不
通
、
源
流
迥
異
。
概
以
意
為
出
入
者
哉
。

右
十
五
之
四

【
訓
読
文
】

詩
賦 

前
の
三
種
の
家
を
分
く
る
は
、
考
う
べ
か
ら
ず
。
其

の
後
の
二
種
と
の
類
を
別
く
る
は
、
甚
だ
暁
然
た
る
な
り
。
三

種
の
賦
、
人
も
て
自
づ
か
ら
篇
を
為
す
は
、
後
世
の
別
集
の
体

な
り
。
雑
賦
の
一
種
、
列
べ
て
名
を
専
ら
と
せ
ず
、
而
し
て
類

叙
も
て
篇
を
為
す
は
、
後
世
の
総
集
の
体
な
り
。
歌
詩
類
の
一

種
、
則
ち
詩
の
賦
に
与お

け
る
や
、
固
よ
り
当
に
体
を
分
く
る
べ

き
者
な
り
。
其
の
例
に
就
き
て
之
を
論
ず
れ
ば
、
則
ち
第
一
種

の
『
淮
南
王
群
臣
賦
』
四
十
四
篇
、
及
び
第
三
種
の
『
秦
時
雑

賦
』
九
篇
は
、
当
に
雑
賦
の
条
下
に
隷
う
べ
し
。
而
る
に
猥み

だ

り

に
専
門
の
家
に
廁ま

じ

う
る
は
、
何
の
取
る
所
あ
ら
ん
や
。
其
の
以
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て
附
麗
す
る
所
の
故
を
揆は

か

れ
ば
、
則
ち
『
淮
南
王
賦
』
を
以
て

第
一
種
に
列
べ
、
而
し
て
群
臣
の
作
を
以
て
其
の
下
に
付
す
、

所
謂
る
人
を
以
て
次
ぶ
る
な
り
。『
秦
時
雑
賦
』、『
荀
卿
賦
』

の
後
［
原
注
：
『
志
』
は
孫
卿
に
作
る
］、『
孝
景
皇
帝
頌
』
の
前
に

列
ぶ
、
所
謂
る
時
を
以
て
次
ぶ
る
な
り
。
夫
れ
著
録
の
列
び
は
、

先
に
家
学
を
明
ら
か
に
し
て
、
同
に
一
家
の
中
に
列
ぶ
、
或
い

は
人
に
従
り
て
次
べ
、
或
い
は
時
に
従
り
て
次
ぶ
る
も
可
な
り
。

豈
に
類
例
通
ぜ
ず
し
て
、
源
流
迥は

る

か
に
異
な
る
こ
と
有
る
か
。

概
ね
意
を
以
て
出
入
を
為
す
者
な
る
か
な
。

右
十
五
の
四

【
現
代
語
訳
】

詩
賦
略
に
お
け
る
冒
頭
（
屈
原
賦
・
陸
賈
賦
・
荀
卿
賦
）
三
種
の

学
派
の
分
け
方
は
、
考
え
る
す
べ
が
な
い
。
そ
の
三
種
と
後
の

（
雑
賦
・
歌
詩
類
の
）
二
種
の
類
が
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
一

目
瞭
然
で
あ
る
。
三
種
の
賦
は
、
人
名
に
よ
っ
て
纏
め
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
は
後
世
の
別
集
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
雑
賦
の
種

は
、
特
定
の
人
名
で
並
べ
ず
、
類
似
し
た
叙
述
ご
と
に
纏
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
後
世
の
総
集
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
歌
詩

類
の
種
に
お
け
る
詩
は
賦
に
対
し
て
、
そ
も
そ
も
文
体
に
よ
っ

て
分
け
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
例
に
即
し
て
い
え
ば
、

第
一
種
の
『
淮
南
王
群
臣
賦
』
四
十
四
篇
と
、
第
三
種
の
『
秦

時
雑
賦
』
九
篇
は
、
雑
賦
類
の
条
下
に
従
え
る
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
乱
れ
て
専
門
の
学
派
の
う
ち
に
混
じ
っ
て
い
る

の
に
は
、
ど
の
よ
う
な
取
る
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
。
そ
れ

ぞ
れ
の
種
に
著
録
し
た
所
以
を
考
え
て
み
る
に
、『
淮
南
王
賦
』

を
第
一
種
に
並
べ
、
そ
の
下
に
群
臣
の
諸
作
を
添
え
て
お
り
、

こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
人
物
を
基
準
と
す
る
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
。

一
方
で
『
秦
時
雑
賦
』
に
つ
い
て
は
、『
荀
卿
賦
』
の
後
［
原

注
：
「
漢
志
」
は
「
孫
卿
賦
」
に
作
る
］、『
孝
景
皇
帝
頌
』
の
前
に
並

べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
時
代
を
基
準
と
す
る
も
の

で
あ
る
だ
ろ
う
。
目
録
の
配
列
と
い
う
の
は
、
ま
ず
家
学
を
明

ら
か
に
し
て
、
い
ず
れ
も
一
家
の
う
ち
に
並
べ
る
の
が
良
く
、

こ
と
に
よ
っ
て
は
人
物
を
基
準
と
し
て
並
べ
、
こ
と
に
よ
っ
て

は
時
代
を
基
準
と
し
て
並
べ
る
の
も
良
い
。
こ
の
よ
う
に
す
れ

ば
ど
う
し
て
類
似
す
る
著
述
の
一
貫
性
が
失
わ
れ
、
著
述
の
源

流
が
遥
か
に
隔
た
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
お
よ
そ
意

図
し
て
出
入
さ
れ
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。

以
上
十
五
の
四
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【
訳
注
】

一　
「
漢
志
」
詩
賦
略
の
「
屈
原
賦
」
類
に
「
淮
南
王
群
臣
賦
四
十
四

篇
」
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
書
地
理
志
に
は
、「
淮
南
王
安

亦
都
寿
春
、
招
賓
客
著
書
。
而
呉
有
厳
助
、
朱
賈
臣
、
貴
顕
漢
朝
、

文
辞
並
発
、
故
世
伝
楚
辞
（
淮
南
王
安
も
亦
た
寿
春
に
都
し
て
、
賓

客
を
招
き
て
書
を
著
す
。
呉
に
厳
助
、
朱
賈
臣
有
り
、
漢
朝
に
貴
顕

せ
ら
れ
て
、
文
辞
並
に
発
す
、
故
に
世
に
楚
辞
を
伝
う
）」
と
み
え

る
。
な
お
、
現
存
す
る
劉
安
の
群
臣
の
作
品
は
『
楚
辞
』
巻
十
二
、

小
山
の
「
招
隠
士
」（『
文
選
』
は
巻
三
十
三
、
騒
下
に
所
収
）
の
み

と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
付
さ
れ
た
王
逸
序
に
は
「『
招
隠
士
』
者
、

淮
南
小
山
之
所
作
也
。
昔
淮
南
王
安
、
博
雅
好
古
、
招
懐
天
下
俊
偉

之
士
。
自
八
公
之
徒
、
咸
慕
其
徳
、
而
帰
其
仁
、
各
竭
才
智
、
著
作

篇
章
、
分
造
辞
賦
、
以
類
相
従
、
故
或
称
小
山
、
或
称
大
山
。
其
義

猶
『
詩
』
有
『
小
雅
』『
大
雅
』
也
。
…
…
故
作
『
招
隠
士
』
之
賦
、

以
章
其
志
也
（『
招
隠
士
』
と
は
、
淮
南
の
小
山
の
作
る
所
な
り
。

昔
淮
南
王
安
、
博
雅
に
し
て
古
を
好
む
、
天
下
の
俊
偉
の
士
を
招
懐

す
。
八
公
の
徒
自
り
、
咸
な
其
の
徳
を
慕
い
て
、
而
し
て
其
の
仁
に

帰
す
、
各
ゝ
才
智
を
竭
し
い
ま
ま
に
し
て
、
著
し
て
篇
章
を
作
り
、

分
け
て
辞
賦
を
造
り
て
、
類
を
以
て
相
い
従
う
、
故
に
或
い
は
小
山

と
称
し
、
或
い
は
大
山
と
称
す
。
其
の
義
は
猶
お
『
詩
』
に
『
小

雅
』『
大
雅
』
有
る
が
ご
と
き
な
り
。
…
…
故
に
『
招
隠
士
』
の
賦

を
作
り
て
、
以
て
其
の
志
を
章
ら
か
に
す
る
な
り
）」
と
あ
る
。

二　
「
漢
志
」
詩
賦
略
の
「
孫
卿
賦
」
類
に
「
秦
時
雑
賦
九
篇
」
が
著

録
さ
れ
る
。
沈
欽
韓
は
『
漢
書
疏
証
』
に
お
い
て
、
劉
勰
『
文
心
雕

龍
』
詮
賦
篇
に
「
秦
世
不
文
、
頗
有
雑
賦
（
秦
世 

文
な
ら
ず
、
頗

る
雑
賦
有
り
）」
と
あ
る
の
を
引
用
し
て
い
る
。

三　
「
漢
志
」
詩
賦
略
の
「
屈
原
賦
」
類
に
「
淮
南
王
賦
八
十
二
篇
」、

次
い
で
「
淮
南
王
群
臣
賦
四
十
四
篇
」
が
著
録
さ
れ
る
。
前
者
に
つ

い
て
周
寿
昌
は
『
漢
書
注
校
補
』
に
お
い
て
「『
隋
志
』、
集
一
巻
。

『
北
堂
書
鈔
』
一
百
三
十
五
引
劉
向
『
別
録
』
云
、
淮
南
王
有
『
重

籠
賦
』。『
古
文
苑
』
有
『
屏
風
賦
』（『
隋
志
』、
集
一
巻
。『
北
堂
書

鈔
』
一
百
三
十
五
に
劉
向
の
『
別
録
』
を
引
き
て
云
う
、
淮
南
王
に

『
重
籠
賦
』
有
り
、
と
。『
古
文
苑
』
に
『
屏
風
賦
』
有
り
）」
と
い

う
。

四　

原
注
に
「『
志
』
作
孫
卿
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、「
漢
志
」
詩
賦
略

で
は
「
孫
卿
賦
十
篇
」
に
作
っ
て
い
る
。
ま
た
「
漢
志
」
六
藝
略
・

儒
家
類
に
「
孫
卿
子
三
十
三
篇
」
と
あ
り
、
顔
師
古
が
「
本
曰
荀
卿
、

避
宣
帝
諱
、
故
曰
孫
（
本 

荀
卿
と
曰
う
、
宣
帝
の
諱
を
避
く
、
故

に
孫
と
曰
う
）」
と
注
し
て
い
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
は
「
荀
卿
」

と
称
さ
れ
て
い
た
が
、「
漢
志
」
で
は
宣
帝
「
劉
詢
」
を
避
諱
し
て
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「
孫
卿
」
に
作
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

五　
「
漢
志
」
詩
賦
略
・「
孫
卿
賦
」
類
に
は
、「
孫
卿
賦
十
篇
」「
秦
時

雑
賦
九
篇
」「
李
思
孝
景
皇
帝
頌
十
五
篇
」
の
順
に
著
録
さ
れ
て
い

る
。

 
 【

原
文
】

「
上
所
自
造
賦
」
二
篇
、
顔
師
古
注
「
武
帝
所
作
」
一
。
按

劉
向
為
成
帝
時
人
、
其
去
孝
武
之
世
遠
矣
二
。
武
帝
著
作
、
当

称
孝
武
皇
帝
、
乃
使
後
人
得
以
考
定
。
今
曰
「
上
所
自
造
」、

何
其
標
目
之
不
明
与
。
臣
工
称
当
代
之
君
、
則
曰
上
也
。
否
則

擒
文
紀
事
、
上
文
已
署
「
某
宗
某
帝
」、
承
上
文
而
言
之
、
亦

可
称
為
上
也
。
窃
意
上
所
自
造
四
字
、
必
武
帝
時
人
標
目
、
劉

向
従
而
著
之
、
不
与
審
定
称
謂
、
則
談
『
七
略
』
者
、
疑
為
成

帝
賦
矣
。
班
氏
録
以
入
志
、
則
上
又
従
班
固
所
称
。
若
無
師
古

之
注
、
則
読
志
者
、
又
疑
後
漢
肅
宗
所
作
賦
矣
三
。

右
十
五
之
五

【
訓
読
文
】

「
上
所
自
造
賦
」
二
篇
、
顔
師
古
は
「
武
帝
の
作
る
所
な
り
」

と
注
す
。
按
ず
る
に
劉
向
は
成
帝
の
時
人
為
り
、
其
の
孝
武
の

世
を
去
る
こ
と
遠
し
。
武
帝
の
著
作
、
当
に
孝
武
皇
帝
と
称
す

べ
し
、
乃
ち
後
人
を
し
て
以
て
考
定
す
る
を
得
し
む
。
今
「
上

の
自
ら
造
る
所
」
と
曰
え
ば
、
何
ぞ
其
の
標
目
の
不
明
な
る
か
。

臣
工 

当
代
の
君
を
称
す
れ
ば
、
則
ち
「
上
」
と
曰
う
、
否
ら

ざ
れ
ば
則
ち
文
を
擒
き
て
事
を
紀
し
て
、
上
文
に
已
に
「
某
宗

某
帝
」
と
署
せ
り
、
上
文
を
承
け
て
而
し
て
之
を
言
え
ば
、
亦

た
称
し
て
「
上
」
と
為
す
べ
し
。
窃
か
に
意
え
ら
く
「
上
所
自

造
」
の
四
字
は
、
必
ず
や
武
帝
の
時
人
の
標
目
に
し
て
、
劉
向

従
い
て
之
を
著
し
、
与た

め

に
称
謂
を
審
定
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
『
七

略
』
を
談
ず
る
者
、
疑
い
て
成
帝
の
賦
と
為
す
。
班
氏
録
し
て

以
て
志
に
入
る
れ
ば
、
則
ち
「
上
」
は
又
班
固
に
従
り
て
称
す

る
所
な
り
。
若
し
師
古
の
注
無
く
ん
ば
、
則
ち
志
を
読
む
者
、

又
後
漢
の
粛
宗
の
作
る
所
の
賦
な
る
か
と
疑
う
。

右
十
五
の
五

【
現
代
語
訳
】

「
上
所
自
造
賦
」
二
篇
に
つ
い
て
、
顔
師
古
は
「
武
帝
の
作

品
で
あ
る
」
と
注
し
て
い
る
。
考
え
て
み
る
に
そ
も
そ
も
劉
向

は
成
帝
の
時
代
の
人
物
で
あ
り
、
孝
武
帝
の
世
か
ら
は
遠
く
隔

た
っ
て
い
る
。
武
帝
の
著
作
は
、
孝
武
皇
帝
と
題
に
示
さ
な
け
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れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
て
こ
そ
後
世
の
人
々
に
考
え
定
め
さ

せ
る
こ
と
が
出
来
る
。
現
在
に
お
い
て
「
上
所
自
造
（
帝
自
ら

が
製
作
し
た
作
）」
と
い
わ
れ
て
も
、
な
ん
と
そ
の
不
明
瞭
な

こ
と
か
。
群
臣
が
当
世
の
主
君
を
称
す
れ
ば
、「
上
」
と
名
呼

び
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
文
を
敷
き
連
ね
て
記
述
す
る
に
当
た
っ

て
、
冒
頭
の
文
章
に
「
某
宗
某
帝
」
と
著
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

文
章
を
承
け
て
い
れ
ば
、「
上
」
と
称
す
る
こ
と
に
な
る
。
密

か
に
思
う
の
は
「
上
所
自
造
」
の
四
字
は
、
き
っ
と
武
帝
の
時

人
が
称
し
た
題
で
あ
り
、
劉
向
は
そ
れ
に
従
っ
て
著
し
、
そ
の

名
称
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
な
い
の
で
、『
七
略
』
を
語
る
も

の
に
あ
っ
て
は
、
成
帝
の
賦
か
と
疑
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
班
固
が
「
漢
志
」
に
著
録
し
た
な
ら
ば
、「
上
」
は
班
固

に
よ
っ
て
称
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
し
顔
師
古
の
注
釈
が
附

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、「
漢
志
」
を
読
む
者
は
、
後
漢
の
粛
宗

に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
賦
か
と
疑
問
を
抱
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。以

上
十
五
の
五

【
訳
注
】 

一　
「
漢
志
」
詩
賦
略
の
「
屈
原
賦
」
類
に
「
上
所
自
造
賦
二
篇
」
が

著
録
さ
れ
て
お
り
、
顔
師
古
は
「
武
帝
也
」
と
注
し
て
い
る
。
武
帝

（
在
位
前
一
四
一
年
―
前
八
七
年
）
は
、
前
漢
の
第
七
代
皇
帝
、
劉

徹
の
こ
と
で
、
孝
武
は
諡
号
。
彼
の
現
存
す
る
作
品
は
、『
漢
書
』

溝
洫
志
に
「
瓠
子
之
歌
」
二
章
、
外
戚
伝
に
「
傷
悼
李
夫
人
賦
」
が

あ
り
、『
文
選
』
巻
四
十
五
辞
類
に
「
秋
風
辞
」
が
収
録
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
「
隋
志
」
集
部
別
集
類
で
は
、「
漢
武
帝
集
一
巻
」
と
し

て
著
録
さ
れ
て
い
る
（「
十
五
之
九
」
条
注　

を
参
照
）。

二　
『
漢
書
』
劉
向
伝
に
「
年
七
十
二
卒
。
卒
後
十
三
歳
而
王
氏
代
漢

（
年
七
十
二
に
し
て
卒
す
。
卒
し
て
後
十
三
歳
に
し
て
王
氏
の
漢
に

代
わ
る
）」
と
あ
る
の
に
従
う
と
、
劉
向
の
生
年
は
昭
帝
（
在
位
前

八
六
年
―
前
七
四
年
）
の
在
位
期
間
の
元
鳳
二
年
（
前
七
九
年
）
で

あ
り
、
卒
年
に
つ
い
て
は
成
帝
（
在
位
前
三
三
年
―
前
七
年
）
の
在

位
期
間
の
綏
和
元
年
（
前
七
年
）
で
あ
る
。
ま
た
『
漢
書
』
藝
文
志

の
序
文
に
拠
る
と
、
成
帝
が
劉
向
に
校
書
の
命
を
下
し
た
の
は
河
平

三
年
（
前
二
六
）
で
あ
る
か
ら
、
劉
向
が
『
別
録
』
に
着
手
し
た
時

期
と
武
帝
の
没
年
（
前
八
七
年
）
は
六
十
年
以
上
離
れ
て
い
る
。

三　
「
粛
宗
」
は
後
漢
の
第
三
代
皇
帝
、
劉
炟
（
在
位
七
五
年
―
八
八

年
）
の
廟
号
。
班
固
の
『
漢
書
』
製
作
時
期
に
つ
い
て
は
『
後
漢

書
』
班
固
伝
に
「
太
初
以
後
、
闕
而
不
録
、
故
探
撰
前
記
、
綴
集
所

聞
、
以
為
漢
書
…
…
。
為
春
秋
考
紀
表
志
伝
凡
百
篇
。
固
自
永
平
中
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始
受
詔
、
潜
精
積
思
二
十
餘
年
、
至
建
初
中
乃
成
（
太
初
以
後
、
闕

き
て
録
さ
ず
、
故
に
前
記
を
探
撰
し
、
聞
く
所
を
綴
集
し
て
、
以
て

漢
書
を
為
る
…
…
。
春
秋
考
紀
・
表
・
志
・
伝
凡
そ
百
篇
を
為
る
。

固
は
永
平
中
に
始
め
て
詔
を
受
け
て
よ
り
、
潜
精
積
思
す
る
こ
と
二

十
余
年
、
建
初
中
に
至
っ
て
乃
ち
成
る
）」
と
み
え
る
よ
う
に
、
永

平
（
五
八
年
―
七
五
年
）
年
間
に
着
手
し
、
専
心
努
力
す
る
こ
と
二

十
余
年
、
帝
紀
・
表
・
志
・
伝
を
建
初
（
七
六
年
―
八
四
年
）
年
間

に
完
成
さ
せ
た
。

【
原
文
】

『
荀
卿
賦
』
十
篇
、
居
第
三
種
之
首
、
当
日
必
有
取
義
也
。

按
荀
卿
之
書
、
有
「
賦
篇
」
列
於
三
十
二
篇
之
内
一
。
不
知
所

謂
賦
十
篇
者
二
、
取
其
「
賦
篇
」
与
否
、
曾
用
裁
篇
別
出
之
法

与
否
三
。
著
録
不
為
明
析
、
亦
其
疎
也
。

右
十
五
之
六

【
訓
読
文
】

『
荀
卿
賦
』
十
篇
、
第
三
種
の
首
に
居
く
、
当
日
必
ず
や
義

を
取
る
有
る
な
り
。
按
ず
る
に
荀
卿
の
書
、「
賦
篇
」
の
三
十

二
篇
の
内
に
列
ぶ
る
有
り
。
所
謂
る
「
賦
十
篇
」
は
、
其
の

「
賦
篇
」
を
取
る
や
否
や
、
曾す
な
わ

ち
裁
篇
別
出
の
法
を
用
い
る
や

否
や
を
知
ら
ず
。
著
録
の
明
析
為
ら
ざ
る
も
、
亦
た
其
の
疎
な

る
な
り
。

右
十
五
の
六

【
現
代
語
訳
】

『
荀
卿
賦
』
十
篇
は
、
第
三
種
の
冒
頭
に
配
さ
れ
て
お
り
、

当
時
は
何
ら
か
の
道
理
に
基
づ
い
て
い
た
の
で
あ
る
だ
ろ
う
。

考
え
て
み
る
に
荀
卿
の
著
述
で
は
、「
賦
篇
」
が
三
十
二
篇
の

う
ち
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。「
漢
志
」
の
い
わ
ゆ
る
「
賦
十
篇
」

と
は
、
そ
の
三
十
二
篇
か
ら
「
賦
篇
」
を
取
り
出
し
た
の
か
ど

う
か
、
す
な
わ
ち
裁
篇
別
出
の
方
法
を
用
い
た
の
か
ど
う
か
分

か
ら
な
い
。
著
録
に
お
い
て
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
の
も
、

「
漢
志
」
の
疎
漏
で
あ
る
。

以
上
十
五
の
六

【
訳
注
】 

一　
「
漢
志
」
詩
賦
略
に
「
孫
卿
賦
十
篇
」
が
著
録
さ
れ
て
お
り
、
諸

子
略
・
儒
家
類
に
「
孫
卿
子
三
十
三
篇
」
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
章

氏
が
「
三
十
二
篇
」
と
述
べ
る
の
は
、
王
応
麟
が
『
漢
書
藝
文
志
考
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証
』
に
お
い
て
「
当
云
三
十
二
篇
（
当
に
三
十
二
篇
と
云
う
べ
し
）」

と
指
摘
し
て
お
り
、
劉
向
『
別
録
』
に
「
所
校
讐
中
『
孫
卿
書
』
凡

三
百
二
十
二
篇
、
以
相
校
除
重
複
二
百
九
十
篇
、
定
著
三
十
二
篇

（
校
讐
す
る
所
の
中
の
『
孫
卿
書
』
凡
そ
三
百
二
十
二
篇
、
以
て
相

い
校
し
て
重
複
二
百
九
十
篇
を
除
き
、
定
め
て
三
十
二
篇
を
著
す
」

と
あ
る
の
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
る
だ
ろ
う
。

二　
「
漢
志
」
著
録
の
「
孫
卿
賦
十
篇
」
は
、
現
行
『
荀
子
』
賦
篇
の

作
品
と
相
違
す
る
と
い
う
見
解
と
、
同
様
の
も
の
と
す
る
見
解
が
あ

る
。
前
者
の
立
場
を
取
る
の
が
姚
振
宗
で
あ
り
、
姚
氏
は
『
荀
子
』

賦
篇
に
み
え
る
「
礼
」「
知
」「
雲
」「
蠶
」「
箴
」
の
賦
作
品
に
つ
い

て
、「
按
此
五
篇
、
劉
氏
『
別
録
』
入
『
荀
子
』
書
之
末
、
名
曰

『
賦
篇
』、
似
在
此
十
篇
之
外
者
。
猶
『
七
略
』
既
録
『
孔
臧
賦
』
二

十
篇
、
別
有
四
篇
見
載
『
連
叢
子
』
也
（
按
ず
る
に
此
の
五
篇
、
劉

氏
の
『
別
録
』
は
荀
子
の
書
の
末
に
入
れ
、
名
づ
け
て
『
賦
篇
』
と

曰
う
、
此
れ
十
篇
の
外
に
在
る
に
似
た
り
。
猶
お
『
七
略
』
は
既
に

『
孔
臧
賦
』
二
十
篇
を
録
し
て
、
別
に
四
篇
有
り
て
『
連
叢
子
』
を

載
す
る
が
ご
と
し
）」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
姚
氏
は
『
荀
子
』

賦
篇
の
五
篇
と
、「
漢
志
」
の
「
賦
篇
十
篇
」
は
別
物
と
し
て
、「
漢

志
」
詩
賦
略
の
「
太
常
蓼
侯
孔
臧
賦
二
十
篇
」
と
『
孔
叢
子
』
連
叢

子
上
に
「
諫
格
虎
賦
」「
楊
柳
賦
」「
鶚
賦
」「
蓼
虫
賦
」
の
四
篇
が

み
え
る
の
と
同
じ
事
例
と
し
て
い
る
。
そ
れ
と
は
異
な
る
立
場
と
し

て
張
舜
徽
氏
は
、
現
行
の
『
荀
子
』
賦
篇
の
「
礼
」「
知
」「
雲
」

「
蠶
」「
箴
」
の
五
篇
と
「
佹
詩
」
一
篇
、
及
び
『
荀
子
』
成
相
篇
の

四
篇
を
併
せ
れ
ば
、「
漢
志
」
の
「
賦
篇
十
篇
」
と
合
致
す
る
こ
と

を
主
張
し
て
、「『
荀
子
』
賦
篇
中
有
『
礼
』『
知
』『
雲
』『
蠶
』『
箴
』

五
篇
、
又
有
『
佹
詩
』
一
篇
、
凡
六
篇
。『
賦
篇
』
之
外
、
有
『
成

相
篇
』、『
成
相
』
亦
賦
之
流
也
。
今
本
是
篇
分
四
大
章
、
一
二
三
四

章
、
並
以
『
請
成
相
』
開
端
。
惟
第
三
章
以
『
願
陳
辞
』
居
首
。
条

理
秩
然
、
当
日
必
各
自
為
篇
、
後
之
編
書
者
合
而
為
一
耳
。
以
此
四

篇
、
合
前
六
篇
、
適
符
『
漢
志
』
十
篇
之
数
（『
荀
子
』
賦
篇
中
に

『
礼
』『
知
』『
雲
』『
蠶
』『
箴
』
の
五
篇
有
り
、
又
『
佹
詩
』
一
篇
、

凡
そ
六
篇
有
り
。『
賦
篇
』
の
外
、『
成
相
篇
』
有
り
、『
成
相
』
も

亦
た
賦
の
流
れ
な
り
。
今
本
の
是
の
篇
は
四
大
章
に
分
く
、
一
・

二
・
三
・
四
章
は
、
並
に
『
請
成
相
』
を
以
て
端
を
開
く
。
惟
だ
第

三
章
の
み
『
願
陳
辞
』
を
以
て
首
に
居
く
。
条
理
秩
然
と
し
て
、
当

日
必
ず
や
各
ゝ
自
ら
篇
を
為
し
、
後
の
編
書
す
る
者
は
合
し
て
一
と

為
す
の
み
。
此
の
四
篇
を
以
て
、
前
六
篇
と
合
す
れ
ば
、『
漢
志
』

十
篇
の
数
に
適
符
す
）」
と
述
べ
て
い
る
。

三　

章
氏
の
別
裁
の
法
に
つ
い
て
は
「
別
裁
第
四
」
を
参
照
。
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【
原
文
】

『
孝
景
皇
帝
頌
』
十
五
篇
一
、
次
於
第
三
種
賦
内
、
其
旨
不

可
強
為
之
解
矣
。
按
六
藝
二
流
別
、
賦
為
最
広
、
比
興
之
義
、

皆
冒
賦
名
。
風
詩
無
徴
、
存
於
謡
諺
三
、
則
雅
頌
之
体
、
実
与

賦
類
同
源
異
流
者
也
四
。
縦
使
篇
第
伝
流
、
多
寡
不
敵
、
有
如

漢
代
而
後
、
済
水
入
河
、
不
復
別
出
、
亦
当
叙
入
詩
歌
総
部
之

後
、
別
而
次
之
、
或
与
銘
・
箴
・
讃
・
誄
通
為
部
録
、
抑
亦
可

矣
。
何
至
雑
入
賦
篇
、
漫
無
区
別
邪
。

右
十
五
之
七

【
訓
読
文
】

『
孝
景
皇
帝
頌
』
十
五
篇
、
第
三
種
の
賦
の
内
に
次
ぶ
、
其

の
旨
は
強
い
て
之
が
為
に
解
す
べ
か
ら
ず
。
按
ず
る
に
六
藝
の

流
別
、
賦
は
最
も
広
き
を
為
す
、
比
興
の
義
、
皆
な
賦
の
名
に

冒お
お

わ
る
。
風
詩 

徴
せ
ら
る
る
無
き
も
、
謡
諺
に
存
す
、
則
ち

雅
と
頌
の
体
、
実
に
賦
の
類
と
同
源
異
流
の
者
な
り
。
縦
使
い

篇
第
の
伝
流
し
て
、
多
寡 

敵あ

た
ら
ず
、
漢
代
而
後
、
済
水
の

河
に
入
り
、
復
た
別
に
出
で
ざ
る
が
如
き
有
る
も
亦
た
当
に
叙

し
て
詩
歌
総
部
の
後
に
入
れ
て
、
別
に
之
を
次
ぶ
べ
く
、
或
い

は
銘
・
箴
・
讃
・
誄
と
与
に
通
じ
て
部
録
を
為
す
も
、
抑
ゝ
亦

た
可
な
ら
ん
。
何
ぞ
賦
篇
に
雑
入
し
て
、
漫
り
に
区
別
す
る
無

き
に
至
る
や
。

右
十
五
之
七

【
現
代
語
訳
】

『
孝
景
皇
帝
頌
』
十
五
篇
は
、
第
三
種
の
賦
に
並
べ
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
（
頌
と
題
し
て
賦
に
分
類
す
る
）
本
旨
に
つ
い
て
は

決
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
考
え
て
み
る
に
六
藝
略

の
変
遷
に
お
い
て
、
賦
は
最
も
広
範
に
わ
た
っ
て
お
り
、
比
興

の
意
義
も
、
い
ず
れ
も
賦
の
名
の
下
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
風
教

の
詩
が
採
取
さ
れ
ず
と
も
、
後
世
の
歌
謡
や
諺
言
に
伝
わ
っ
て

い
る
の
と
同
様
に
、
雅
と
頌
の
ス
タ
イ
ル
は
、
賦
の
類
と
淵
源

を
同
じ
く
し
て
そ
の
変
遷
を
異
に
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
た

と
え
篇
章
が
流
伝
し
て
い
く
な
か
で
、
多
寡
が
つ
り
合
わ
ず
、

漢
代
よ
り
以
後
、
済
水
（
の
ご
と
き
賦
や
頌
）
が
黄
河
（
の
よ
う
に

な
っ
た
賦
）
に
合
流
し
、
も
う
別
の
も
の
と
し
て
取
り
出
せ
な
く

な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
序
文
を
付
し
て
詩
歌
総
部
の
後
に
著

録
し
、
別
種
の
も
の
と
し
て
『
孝
景
皇
帝
頌
』
を
並
べ
る
べ
き

で
あ
り
、
も
し
く
は
銘
・
箴
・
讃
・
誄
と
通
じ
る
も
の
と
し
て

著
録
す
る
の
も
良
い
だ
ろ
う
。
ど
う
し
て
大
雑
把
に
賦
の
種
に
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著
録
し
て
、
み
だ
り
に
区
別
し
な
い
で
よ
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
十
五
の
七

【
訳
注
】 

一　
「
漢
志
」
詩
賦
略
・「
孫
卿
賦
」
類
に
「
李
思
孝
景
皇
帝
頌
十
五
篇
」

と
み
え
る
。

二　
「
六
藝
流
別
、
賦
為
最
広
、
比
興
之
義
、
皆
冒
賦
名
」
の
「
六
藝
」

に
つ
い
て
は
、
劉
兆
祐
氏
が
「
按
、『
六
藝
略
』
裡
、
賦
的
流
派
最

広
」（『
校
讐
通
義
今
註
今
訳
』
国
家
教
育
研
究
院
主
編
・
二
〇
一
二

年
）
と
解
し
て
い
る
よ
う
に
、
ま
ず
は
六
藝
略
が
想
定
さ
れ
る
。
た

だ
「
漢
志
」
六
藝
略
は
、
易
・
書
・
詩
・
礼
・
楽
・
春
秋
、
ま
た
論

語
・
孝
経
・
小
学
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、「
賦
」
や
、
本
条
に
お
け

る
議
論
の
対
象
の
「
頌
」
は
、
直
接
的
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ま

た
「
六
藝
」
と
、
そ
の
下
文
に
述
べ
る
「
比
興
」、
さ
ら
に
は
「
風
」

「
雅
頌
」
と
の
繋
が
り
も
や
や
見
出
し
難
く
も
あ
る
。
加
え
て
、
章

氏
は
「
六
藝
」
と
「
六
義
」
を
混
用
し
て
お
り
、『
文
史
通
義
』
詩

教
下
に
お
い
て
、
劉
勰
『
文
心
雕
龍
』
詮
賦
の
「
六
義
附
庸
」
を

「
六
藝
附
庸
」
と
誤
引
し
て
お
り
、
葉
瑛
氏
は
「
按
六
義
、
章
氏
引

作
六
藝
、
乃
渉
筆
之
誤
」
と
述
べ
て
い
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
本
条

に
お
け
る
「
六
藝
」
に
つ
い
て
は
、
六
義
が
意
図
さ
れ
て
い
る
可
能

性
も
否
め
な
い
。

三　
「
風
詩
」
が
「
謡
諺
」
に
存
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
、

『
漢
書
』
礼
楽
志
に
お
い
て
「
至
武
帝
定
郊
祀
之
礼
、
祠
太
一
於
甘

泉
、
就
乾
位
也
。
祭
后
土
於
汾
陰
、
沢
中
方
丘
也
。
乃
立
楽
府
、
采

詩
夜
誦
、
有
趙
・
代
・
秦
・
楚
之
謳
（
武
帝
に
至
り
て
郊
祀
の
礼
を

定
む
、
太
一
を
甘
泉
に
祠
る
は
、
就
ち
乾
位
な
り
。
后
土
を
汾
陰
に

祭
る
は
、
沢
中
の
方
丘
な
り
。
乃
ち
楽
府
を
立
て
、
詩
を
采
り
て
夜

に
誦
す
、
趙
・
代
・
秦
・
楚
の
謳
有
り
）」
と
あ
る
。
ま
た
沈
徳
潜

は
『
古
詩
源
』「
巻
一
至
巻
三
」
に
お
い
て
「
漢
武
立
楽
府
、
采
歌

謡
。
郭
茂
倩
『
楽
府
詩
集
』
雑
謡
歌
詞
、
亦
倶
収
録
。
謂
観
此
可
以

知
治
忽
、
験
盛
衰
也
（
漢
武 

楽
府
を
立
て
、
歌
謡
を
采
る
。
郭
茂

倩
の
『
楽
府
詩
集
』
雑
謡
歌
詞
に
、
亦
た
倶
に
収
録
す
。
謂
う
こ
こ

ろ
は
此
れ
を
観
れ
ば
以
て
治
忽
を
知
り
、
盛
衰
験
ら
か
な
る
べ
し
）」

と
述
べ
て
い
る
。

四　
「
賦
」
と
「
頌
」
の
接
近
に
つ
い
て
は
、
何
焯
『
義
門
読
書
記
』

巻
四
十
五
に
、「
古
人
賦
頌
、
通
為
一
名
（
古
人 

賦
と
頌
と
は
、
通

じ
て
一
名
と
為
す
）」
と
み
ら
れ
、
劉
師
培
は
「
左
庵
文
論
」
に
お

い
て
「
東
漢
之
時
、
賦
頌
不
甚
区
分
（
東
漢
の
時
、
賦
と
頌
と
甚
だ

し
く
は
区
分
せ
ず
）」（
陳
引
馳
『
劉
師
培
中
古
文
学
論
集
』
中
国
社

会
科
学
出
版
社
・
一
九
九
七
年
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
林
暁
光
氏
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は
「
漢
魏
六
朝
文
学
に
お
け
る
『
頌
』
に
つ
い
て
」（『
六
朝
学
術
学

会
報
』
十
二
号
・
二
〇
一
一
年
）
に
お
い
て
、「
頌
」
が
「
賦
」
の

み
な
ら
ず
、「
銘
」
や
「
讃
」
な
ど
と
も
接
近
し
て
い
る
こ
と
を
論

じ
て
お
り
、
た
と
え
ば
後
漢
の
張
寿
に
「
封
龍
山
頌
」
が
あ
り
、
本

文
末
に
は
「
刻
石
紀
銘
、
令
徳
不
忘
（
石
に
刻
み
て
銘
を
紀
し
、
徳

を
し
て
忘
れ
し
め
ず
）」
と
み
え
る
よ
う
に
、
題
と
し
て
は
「
頌
」

で
あ
る
が
、
本
文
で
は
「
銘
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

【
原
文
】

『
成
相
雑
辞
』
十
一
篇
一
、『
隠
書
』
十
八
篇
、
次
於
雑
賦
之

後
、
未
為
得
也
。
按
楊
倞
注
『
荀
子
』
成
相
、「
蓋
亦
賦
之
流

也
。」
二
朱
子
以
為
、「
雑
陳
古
今
治
乱
興
亡
之
効
、
託
之
風
詩

以
風
時
君
。」
三
命
曰
雑
辞
、
非
竟
賦
也
。『
隠
書
』
注
引
劉
向

『
別
録
』、
謂
「
疑
其
言
以
相
問
対
、
通
以
思
慮
、
可
以
無
不

喩
。」
四
是
則
二
書
之
体
、
乃
是
戦
国
諸
子
流
別
、
後
代
連
珠

韻
語
之
濫
觴
也
五
。
法
当
隸
於
諸
子
雑
家
、
互
見
其
名
、
為
説

而
附
於
歌
詩
類
之
後
可
也
。

右
十
五
之
八

【
訓
読
文
】

『
成
相
雑
辞
』
十
一
篇
、『
隠
書
』
十
八
篇
、
雑
賦
の
後
に
次

ぶ
、
未
だ
得
る
と
為
さ
ざ
る
な
り
。
按
ず
る
に
楊
倞 

『
荀
子
』

成
相
に
、「
蓋
し
亦
た
賦
の
流
れ
な
り
」
と
注
す
。
朱
子
以
為

え
ら
く
、「
雑
じ
え
て
古
今
の
治
乱
興
亡
の
効
を
陳
べ
、
之
を

風
詩
に
託
し
て
以
て
時
君
を
風
す
」
と
。
命な

づ
け
て
雑
辞
と
曰

う
は
、
竟
く
は
賦
に
非
ざ
れ
ば
な
り
。『
隠
書
』
の
注
に
劉
向

の
『
別
録
』
を
引
き
、「
其
の
言
を
疑
い
て
以
て
相
い
問
対
す
、

通
じ
て
思
慮
を
以
て
す
、
以
て
喩さ

と

さ
ざ
る
無
か
る
べ
し
」
と
謂

う
。
是
れ
則
ち
二
書
の
体
、
乃
ち
是
れ
戦
国
諸
子
の
流
別
に
し

て
、
後
代
の
連
珠
韻
語
の
濫
觴
な
り
。
法
と
し
て
当
に
諸
子
の

雑
家
に
隷
え
て
、
其
の
名
を
互
見
す
べ
し
、
説
を
為
し
て
而
し

て
歌
詩
類
の
後
に
附
せ
ば
可
な
り
。

右
十
五
之
八

【
現
代
語
訳
】

『
成
相
雑
辞
』
十
一
篇
と
『
隠
書
』
十
八
篇
が
、
雑
賦
の
末

尾
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
的
を
射
た
も
の
で
は
な
い
。
考

え
て
み
る
に
楊
倞
は
『
荀
子
』
成
相
篇
に
、「
思
う
に
ま
た
賦

の
支
流
で
あ
る
」
と
注
し
て
い
る
。
朱
熹
は
「
様
々
な
古
今
の
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治
乱
興
亡
の
兆
し
を
並
べ
立
て
、
こ
れ
を
風
詩
に
託
し
て
時
君

を
諷
諫
し
た
も
の
」
と
説
い
て
い
る
。
雑
辞
と
名
付
け
て
い
る

の
は
、
完
全
に
は
賦
の
一
類
に
収
ま
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま

た
『
隠
書
』
の
注
に
は
劉
向
の
『
別
録
』
が
引
か
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
は
「
そ
の
言
説
に
疑
義
を
呈
し
て
互
い
に
問
答
し
合
っ

て
お
り
、
一
貫
し
て
思
慮
を
加
え
、
教
え
導
か
な
い
こ
と
は
な

い
」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
二
書
の
ス
タ
イ
ル
は
、
戦

国
諸
子
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
世
に
お
け
る
連
珠
韻

語
の
起
源
で
あ
る
だ
ろ
う
。
著
録
の
法
と
し
て
、
諸
子
の
雑
家

に
従
え
て
、
そ
の
名
を
互
見
す
べ
き
で
あ
り
、
言
説
を
立
て
て

歌
詩
類
の
末
尾
に
加
え
れ
ば
良
い
だ
ろ
う
。

以
上
十
五
之
八

【
訳
注
】

一　
「
漢
志
」
詩
賦
略
・
雑
賦
の
末
尾
に
「
成
相
雑
辞
十
一
篇
」「
隠
書

十
八
篇
」
が
著
録
さ
れ
る
。

二　

引
用
の
楊
倞
注
は
、『
荀
子
』
成
相
篇
の
題
下
に
次
の
よ
う
に
み

ら
れ
る
。「
以
初
発
語
名
篇
、
雑
論
君
臣
治
乱
之
事
、
以
自
見
其
事
、

故
下
云
『
託
於
成
相
以
喩
意
。』『
漢
書
』
藝
文
志
謂
之
『
成
相
雑
辞
』、

蓋
亦
賦
之
流
也
（
初
め
の
発
語
を
以
て
篇
を
名
づ
け
、
雑
じ
え
て
君

臣
治
乱
の
事
を
論
じ
て
、
以
て
自
ら
其
の
事
を
見
わ
す
、
故
に
下
に

『
成
相
に
託
し
て
以
て
意
を
喩
う
』
と
云
う
。『
漢
書
』
藝
文
志
は
之

を
『
成
相
雑
辞
』
と
謂
う
、
蓋
し
亦
た
賦
の
流
れ
な
り
）」

三　
『
楚
辞
後
語
』
巻
一
、
成
相
第
一
に
「
此
篇
在
『
漢
志
』
号
『
成

相
雑
辞
』。
凡
三
章
、
雑
陳
古
今
治
乱
興
亡
之
効
、
託
声
詩
以
風
時

君
。
若
将
以
為
工
師
之
誦
、
旅
賁
之
規
者
、
其
尊
主
愛
民
之
意
、
亦

深
切
矣
、
相
者
助
也
（
此
の
篇
は
『
漢
志
』
に
在
り
て
は
『
成
相
雑

辞
』
と
号
す
。
凡
そ
三
章
、
雑
じ
え
て
古
今
治
乱
興
亡
の
効
を
陳
べ
、

声
を
詩
に
託
し
て
以
て
時
君
を
風
す
。
若
し
将
に
以
て
工
師
の
誦
を

為
さ
ん
と
す
れ
ば
、
旅
賁
の
規
な
る
者
、
其
の
主
を
尊
び
民
を
愛
す

る
の
意
も
、
亦
た
深
切
な
り
、
相
と
は
助
な
り
）」
と
み
え
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
朱
熹
の
発
言
は
、
王
応
麟
『
漢
書
藝
文
志
考
証
』
に
お

い
て
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

四　

劉
向
『
別
録
』
の
引
用
は
「
漢
志
」「
隠
書
十
八
篇
」
の
顔
師
古

注
に
、「『
隠
書
』
者
、
疑
其
言
以
相
問
対
者
、
以
慮
思
之
、
可
以
無

不
諭
（『
隠
書
』
と
は
、
其
の
言
を
疑
い
て
以
て
相
い
問
対
す
る
者
、

以
て
之
を
慮
思
し
、
以
て
諭
さ
ざ
る
こ
と
無
か
る
べ
し
）」
と
み
え

る
。
ま
た
『
隠
書
』
に
つ
い
て
は
、『
文
心
雕
龍
』
諧
隠
篇
に
次
の

よ
う
に
み
え
て
い
る
。「
漢
世
『
隠
書
』
十
有
八
篇
、
歆
固
編
文
、

録
之
歌
末
。
昔
楚
荘
斉
威
、
性
好
隠
語
。
至
東
方
曼
倩
、
尤
巧
辞
述
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（
漢
世
に
『
隠
書
』
十
有
八
篇
あ
り
、
歆
・
固 

文
を
編
み
て
、
之
を

歌
末
に
録
す
。
昔
楚
荘
と
斉
威
は
、
性 

隠
語
を
好
む
。
東
方
曼
倩

に
至
り
て
、
尤
も
辞
述
に
巧
み
な
り
）」

五　

章
氏
が
「
連
珠
韻
語
」
の
起
源
を
「
戦
国
諸
子
」
に
み
る
の
は
、

『
文
史
通
義
』
詩
教
上
に
お
い
て
、「
韓
非
『
儲
説
』、
比
事
徴
偶
、

『
連
珠
』
之
所
肇
也
」（
十
五
之
二
条
注
六
）
と
あ
る
。
ま
た
楊
慎
は

『
升
庵
集
』
巻
五
十
二
「
韓
子
連
珠
論
」
に
お
い
て
、「『
北
史
』
李

先
伝
、『
魏
帝
召
先
読
『
韓
子
』
連
珠
二
十
二
篇
』。『
韓
子
』
即
韓

非
書
、
中
有
連
語
、
先
列
其
目
而
後
著
其
解
、
謂
之
『
連
珠
』。
拠

此
則
『
文
章
縁
起
』
謂
始
於
楊
雄
、
非
也
（『
北
史
』
李
先
伝
に
、

『
魏
帝
召
し
て
先
に
『
韓
子
』
連
珠
二
十
二
篇
を
読
む
』
と
。『
韓

子
』
は
即
ち
韓
非
の
書
な
り
、
中
に
連
語
有
り
、
先
に
其
の
目
を
列

し
て
後
に
其
の
解
を
著
す
、
之
を
『
連
珠
』
と
謂
う
。
此
れ
に
拠
れ

ば
則
ち
『
文
章
縁
起
』
に
楊
雄
に
始
ま
る
と
謂
う
は
、
非
な
り
）」

と
述
べ
て
い
る
。

 【
原
文
】

『
漢
志
』
詳
賦
而
略
詩
、
豈
其
時
尚
使
然
与
。
帝
王
之
作
、

有
高
祖
「
大
風
」「
鴻
鵠
」
之
篇
一
、
而
無
武
帝
「
瓠
子
」「
秋

風
」
之
什
二
、［
原
注
：
或
云
、「
秋
風
」
即
在
「
上
所
自
造
賦
」
内
。］
臣

工
之
作
、
有
「
黃
門
倡
車
忠
等
歌
詩
」
三
、
而
無
蘇
李
「
河
梁

之
篇
」
四
。［
原
注
：
或
云
、「
雑
家
有
主
名
詩
」
十
篇
、
或
有
蘇
李
之
作
。

然
漢
廷
主
名
詩
、
豈
止
十
篇
而
已
乎
五
。］

右
十
五
之
九

【
訓
読
文
】

『
漢
志
』 

賦
を
詳
ら
か
に
し
て
詩
を
略
す
、
豈
に
其
の
時
尚

の
然
ら
し
む
る
か
。
帝
王
の
作
に
、
高
祖
の
「
大
風
」「
鴻
鵠
」

の
篇
有
り
、
而
る
に
武
帝
の
「
瓠
子
」「
秋
風
」
の
什
無
し
、

［
原
注
：
或
る
ひ
と
云
う
、「『
秋
風
』
は
即
ち
『
上
所
自
造
賦
』
の
内
に
在
り
」

と
。］
臣
工
の
作
に
、『
黃
門
倡
車
忠
等
歌
詩
』
有
り
、
而
る
に

蘇
李
の
「
河
梁
」
の
篇
無
し
。［
原
注
：
或
る
ひ
と
云
う
、「『
雑
家
有

主
名
詩
』
十
篇
に
、
或
い
は
蘇
李
の
作
有
り
。
然
ら
ば
漢
廷
の
主
名
詩
は
、
豈

に
十
篇
に
止
ま
る
の
み
な
ら
ん
や
」
と
。］

右
十
五
の
九

【
現
代
語
訳
】

「
漢
志
」
が
賦
を
詳
細
に
し
て
詩
を
粗
略
に
し
て
い
る
の
は
、

当
時
の
風
潮
が
そ
う
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
帝
王
の
作
品
に
、

高
祖
の
「
大
風
歌
」「
鴻
鵠
歌
」
な
ど
が
著
録
さ
れ
て
お
り
、
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そ
の
一
方
で
武
帝
の
「
瓠
子
歌
」「
秋
風
歌
」
な
ど
は
著
録
さ

れ
て
い
な
い
。［
原
注
：
あ
る
ひ
と
は
、「『
秋
風
歌
』
は
、『
上
所
自
造
賦
』

の
内
に
含
ま
れ
て
い
る
」
と
い
う
。］
群
臣
の
作
品
と
し
て
も
、『
黃

門
倡
車
忠
等
歌
詩
類
』
が
著
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
方
で
蘇

武
と
李
陵
の
「
河
梁
」
の
篇
は
著
録
さ
れ
て
い
な
い
。［
原
注
：

あ
る
ひ
と
は
、「『
雑
各
有
主
名
詩
』
十
篇
に
は
、
あ
る
い
は
蘇
武
と
李
陵
の
作

品
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
漢
の
宮
廷
文
人
ら
の
『
主
名
詩
』
が
、

ど
う
し
て
十
篇
に
止
ま
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
。］

以
上
十
五
の
九

【
訳
注
】 

一　
「
漢
志
」
詩
賦
略
・
歌
詩
類
の
冒
頭
に
、「
高
祖
歌
詩
類
二
篇
」
が

著
録
さ
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
劉
邦
の
詩
歌
に
つ
い
て
は
、
姚
明
煇

が
『
漢
書
藝
文
志
注
解
』
に
お
い
て
「
今
存
。『
本
紀
』
載
『
大
風

歌
』
一
篇
。『
史
記
』
留
候
世
家
、
本
書
張
良
伝
、
皆
『
鴻
鵠
歌
』

一
篇
（
今
存
。『
本
紀
』
に
『
大
風
歌
』
一
篇
を
載
す
。『
史
記
』
留

候
世
家
、
本
書
の
張
良
伝
、
皆
『
鴻
鵠
歌
』
の
一
篇
あ
り
）」（
呉
興

読
経
会
、
一
九
二
四
年
）
と
説
明
し
て
い
る
。

二　

武
帝
、
及
び
「
秋
風
」
に
つ
い
て
は
、「
十
五
之
五
」
条
の
注
一

を
参
照
。「
瓠
子
」
は
、『
史
記
』
河
渠
書
、
及
び
『
漢
書
』
溝
洫
志

に
収
録
の
「
瓠
子
之
歌
」
を
指
し
て
い
る
。

三　
「
漢
志
」
詩
賦
略
・
歌
詩
類
に
「
黄
門
倡
車
忠
等
歌
詩
十
五
篇
」

が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
鈴
木
由
次
郎
氏
は
「
黄
門
は
官
名
。
倡
は
人

名
。
楽
府
集
部
に
黄
門
倡
の
歌
が
載
っ
て
い
る
」（『
漢
書
藝
文
志
』

明
徳
出
版
社
、
一
九
六
八
年
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

四　
「
河
梁
之
篇
」
は
、
李
陵
の
「
与
蘇
武
詩
」
を
指
し
て
お
り
、『
文

選
』
序
文
に
、「
降
将
著
『
河
梁
』
之
篇
。
四
言
五
言
、
区
以
別
矣

（
降
り
し
将
は
『
河
梁
』
の
篇
を
著
す
。
四
言
五
言
、
区
し
て
以
て

別
つ
）」
と
み
え
る
。

五　

原
注
に
い
う
「
雑
家
有
主
名
詩
」
は
、「
漢
志
」
詩
賦
略
・
歌
詩

類
に
著
録
さ
れ
る
「
雑
各
有
主
名
歌
詩
十
篇
」
を
指
し
て
い
る
。

【
原
文
】

詩
歌
一
門
、
雑
乱
無
叙
。
如
『
吳
楚
汝
南
歌
詩
』
一
『
燕
代

謳
』
二
『
斉
鄭
歌
詩
』
三
之
類
、
風
之
属
也
。『
出
行
巡
狩
及
游

歌
詩
』
四
、
与
『
漢
興
以
来
兵
所
誅
滅
歌
詩
』
五
、
雅
之
属
也
。

『
宗
廟
歌
詩
』六
『
諸
神
歌
詩
』『
送
霊
頌
歌
詩
』七
、
頌
之
属
也
。

不
為
詮
次
類
別
、
六
義
之
遺
法
、
蕩
然
不
可
為
蹤
跡
矣
。

右
十
五
之
十
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【
訓
読
文
】

詩
歌
の
一
門
、
雑
乱
と
し
て
叙
無
し
。『
呉
楚
汝
南
歌
詩
』

『
燕
代
謳
』『
斉
鄭
歌
詩
』
の
類
の
如
き
は
、
風
の
属
な
り
。

『
出
行
巡
狩
及
游
歌
詩
』
と
、『
漢
興
以
来
兵
所
誅
滅
歌
詩
』
と

は
、
雅
の
属
な
り
。『
宗
廟
歌
詩
』『
諸
神
歌
詩
』『
送
霊
頌
歌

詩
』
は
、
頌
の
属
な
り
。
詮
次
類
別
を
為
さ
ず
、
六
義
の
遺
法
、

蕩
然
と
し
て
蹤
跡
を
為
す
べ
か
ら
ず
。

右
十
五
の
十

【
現
代
語
訳
】

詩
歌
の
門
類
は
、
入
り
乱
れ
て
秩
序
立
っ
て
い
な
い
。『
呉

楚
汝
南
歌
詩
』『
燕
代
謳
』『
斉
鄭
歌
詩
』
の
類
は
、
風
に
属
し

て
い
る
。『
出
行
巡
狩
及
游
歌
詩
』
と
『
漢
興
以
来
兵
所
誅
滅

歌
詩
』
と
は
、
雅
に
属
し
て
い
る
。『
宗
廟
歌
詩
』『
諸
神
歌

詩
』『
送
霊
頌
歌
詩
』
は
、
頌
の
類
に
属
し
て
い
る
。
次
第
を

整
え
て
類
別
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
六
義
の
遺
法
が
、
不
明
瞭

と
な
っ
て
そ
の
跡
を
追
求
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
十
五
の
十

【
訳
注
】 

一　
「
漢
志
」
詩
賦
略
・
歌
詩
類
に
「
呉
楚
汝
南
歌
詩
十
五
篇
」
が
著

録
さ
れ
て
い
る
。
王
先
謙
は
「『
文
選
』
呉
都
賦
、
荊
艶
楚
舞
。
劉

注
、
艶
、
楚
歌
也
。
呉
趨
楚
艶
、
竝
以
音
調
言
。
郭
茂
倩
『
楽
府
』

有
『
鶏
鳴
歌
』、
即
『
汝
南
歌
詩
類
』（『
文
選
』
の
呉
都
賦
に
、
荊

艶
楚
舞
と
。
劉
注
に
、
艶
は
、
楚
歌
な
り
と
。
呉
趨
楚
艶
、
並
に
以

て
音
調
の
言
な
り
。
郭
茂
倩
の
『
楽
府
』
に
『
鶏
鳴
歌
』
有
り
、
即

ち
『
汝
南
歌
詩
類
』
な
り
）」
と
述
べ
る
。

二　
「
漢
志
」
詩
賦
略
・
歌
詩
類
に
「
燕
代
謳
雁
門
雲
中
隴
西
歌
詩
九

篇
」
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
沈
欽
韓
は
「『
上
林
賦
』、
文
成
顛
歌
。

文
穎
注
、
文
成
、
遼
西
県
名
。
其
県
人
善
歌
。『
宋
志
』
有
『
雁
門

太
守
行
歌
』、『
楽
府
』
瑟
調
曲
有
『
隴
西
行
』（『
上
林
賦
』
に
、
文

成
顛
歌
と
。
文
穎
注
に
、
文
成
は
、
遼
西
の
県
名
な
り
。
其
の
県
人

は
歌
を
善
く
す
と
。『
宋
志
』
に
『
雁
門
太
守
歌
』
有
り
、『
楽
府
』

瑟
調
曲
に
『
隴
西
行
』
有
り
）」
と
述
べ
る
。

三　
「
漢
志
」
詩
賦
略
・
歌
詩
類
に
「
斉
鄭
歌
詩
四
篇
」
が
著
録
さ
れ

て
い
る
。
沈
欽
韓
は
「『
礼
楽
志
』
有
『
斉
四
会
員
』『
斉
謳
員
』

『
鄭
四
会
員
』。『
楽
府
解
題
』、『
斉
謳
行
』、
斉
人
以
歌
其
地
（『
礼

楽
志
』
に
『
斉
四
会
員
』『
斉
謳
員
』『
鄭
四
会
員
』
有
り
。『
楽
府

解
題
』
に
、『
斉
謳
行
』
は
、
斉
人 

以
て
其
の
地
を
歌
う
と
）」
と
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述
べ
る
。

四　
「
漢
志
」
詩
賦
略
・
歌
詩
類
に
「
出
行
巡
狩
及
游
歌
詩
十
篇
」
が

著
録
さ
れ
て
い
る
。
王
先
謙
は
「
蓋
武
帝
『
瓠
子
』
等
（
蓋
し
武
帝

の
『
瓠
子
』
等
な
り
）」
と
述
べ
る
。

五　
「
漢
志
」
詩
賦
略
・
歌
詩
類
に
「
漢
興
以
来
兵
所
誅
滅
歌
詩
十
四

篇
」
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
王
先
謙
は
「
疑
即
漢
『
鼓
吹
』『
饒
歌
』

諸
曲
也
（
疑
う
ら
く
は
即
ち
漢
の
『
鼓
吹
』『
饒
歌
』
の
諸
曲
な
り
）」

と
述
べ
る
。

六　
「
漢
志
」
詩
賦
略
・
歌
詩
類
に
「
宗
廟
歌
詩
五
篇
」
が
著
録
さ
れ

て
い
る
。
王
先
謙
は
「
合
上
『
泰
一
雑
甘
泉
寿
宮
歌
詩
』
十
四
篇
、

為
十
九
章
、
見
礼
楽
志
（
上
の
『
泰
一
雑
甘
泉
寿
宮
歌
詩
』
十
四
篇

に
合
し
て
、
十
九
章
と
為
す
、
礼
楽
志
に
見
ゆ
）」
と
述
べ
る
。

七　
「
漢
志
」
詩
賦
略
・
歌
詩
類
に
「
諸
神
歌
詩
三
篇
」「
送
迎
霊
頌
歌

詩
三
篇
」
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
沈
欽
韓
は
「
諸
神
歌
詩
三
篇
」
に

対
し
て
、「
後
之
迎
送
神
弦
歌
本
此
（
後
の
迎
送
神
弦
歌
は
此
れ
に

本
づ
く
）」
と
述
べ
る
。

章学誠『校讎通義』訳注（九）巻三「漢志詩賦第十五」
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